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だ
に
じ
ょ
う
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小
谷

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
】確
賀
県
東
浅
井
郡
湖
北
町
大
字
藩
上
字
清
水
谷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）

一
〇
月
―

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
湖
北
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
崎
清
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
初
期
―

一
六
世
紀
中
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
谷
城
は
、
長
浜
平
野
の
北
東
隅
、
伊
吹
山
系
の

一
支
脈
で
山
田
川
の
侵
食

に
よ
り
ほ
ぼ
独
立
丘
陵
を
呈
し
て
い
る
小
谷
山
に
位
置
す
る
。

小
谷
山
の
前
面
に
は
虎
御
前

山
が
、
西
に
岡
山
城
跡
の
あ
る

丁
野
山
、
東
は
伊
吹
山
系
が
せ

ま
る
自
然
の
要
害
に
囲
ま
れ
て

い
る
。
麓
に
は
越
前
と
美
濃
を

結
ぶ
北
国
脇
往
遠
道
が
、
そ
の

Ｄ

西
方
三

・
五
脇
て
は
北
国
街
道

長

が
、
南
東

一
七
臨
に
は
中
山
道

が
走
る
。
ま
た
、
背
後
の
伊
吹

山
系
に
は
越
前

・
美
濃
へ
の
間
道
が
あ
り
、
小
谷
城
は
交
通
の
要
所
に
位
置
す

Ｚ

Ｏ

。

小
谷
城
は
、
大
永
年
間
に
京
極
氏
の
根
本
被
官
で
あ
っ
た
浅
井
亮
政
が
築
い

た
。
築
城
の
年
代
ほ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『宗
適
話
記
』
『長
享
年
後
畿
内
兵

乱
記
』
な
ど
か
ら
、
大
永
五
年

（
一
五
一
一五
）
に
は
既
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
天
文
三
年

（
一
三
一面
）
に
は
城
内
清
水
谷
に
あ

っ
た
居
館
で

京
極
氏
と
そ
の
重
臣
を
饗
応
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（『天
文
三
年
浅
井
備
前
守

宿
所
饗
応
記
し
。
浅
井
亮
政
が
築
城
し
た
時
は
小
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

以
後
、
久
政
、
長
政
と
う
け
つ
が
れ
、
天
正
元
年

（
一
五
七
一こ

に
織
田
信
長

に
よ
っ
て
減
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の
約
五
〇
年
間
、
増
築
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
長
政
の
時
に
、
か
な
り
整
備
さ
れ
今
に
残
る
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
谷
城
の
遺
構
は
小
谷
山
山
頂
か
ら
尾
根
及
び
斜
面
に
広
が
る
山
城
部
分
と
、

小
谷
山
を
深
く
開
析
し
た
清
水
谷
か
ら
な
る
。
ま
た
、
清
水
谷
前
面
に
は
城
下

町
が
広
が
る
。　
一
九
三
七
年
に
山
城
部
分
が
史
蹟
指
定
さ
れ
、　
一
九
九
五
年
に

清
水
谷
地
区
が
史
跡
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
小
谷
城
保
存
修

理
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
調
査
地
点
は
字
清
水
谷
の
入
り
口
部
分
で
あ
る
。

清
水
谷
は
、
入
り
回
部
分
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
奥
行
き

一
〇
〇
〇
ｍ
の
狭
小
な
谷

で
、
「御
屋
敷
」
「山
城

（浅
井
）
屋
敷
」
「遠
藤
屋
敷
」
「徳
昌
寺
」
「知
善
院
」

な
ど
の
地
名
が
残
り
い
ま
た
、
遺
構
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
浅
井
氏
の
居
館

や
家
臣
の
屋
敷
、
寺
院
な
ど
の
遺
構
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。　
一
九
人
三
年
度

に
住
宅
建
築
に
伴
う
発
掘
調
査
で
幅
約

一
〇
ｍ
、
深
さ
約
二
ｍ
の
堀
を
確
認
し
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て
い
た
。

調
査
の
結
果
、
堀
の
南
肩

（城
下
町
側
）
と
北
国
脇
往
遠
道
沿
い
に
建
て
ら

れ
た
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱
建
物
の
検
出
面
は
、
多
く
の
焼
土
を

含
ん
で
お
り
、
出
土
遺
物
か
ら
小
谷
城
陥
落
時
の
頃
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
天
目
茶
椀
、
悟
鉢
、
か
わ
ら
け
、
漆
器
、
柿
経
な
ど
で
、
特
に
木
製

品
の
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
神
経
は
、
堀
跡
の
南
肩
部
分
よ
り
や
や
堀
に

落
ち
た
位
置
で
、
数
十
枚
の
柿
経
の
板
を
重
ね
て

一
重
に
結
ん
だ
状
態
で
出
土

し
た
。
こ
の
周
辺
は
遺
構
は
な
く
遺
物
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

柿
経
は
束
に
し
て
結
ん
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は
全
容
は
不
明
で
、　
一
枚
目

の

「属
」
の
み
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
こ
の
塊
か
ら
分
離
し
た
断
片

に
、
「窒

団

羅
壬

醜

〕
〕な
ど
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
地
の
西
隣
を

一
九
人
三
年
度
に
調
査
し
た
際
、
輪
宝
を
描
い
た

墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
地
点
の
南
に
は
、
墓
と
考
え
ら
れ
る
遺
構

が
み
ら
れ
、
ま
た
、
調
査
区
の
堀
を
境
に
北
側
は

「知
善
院
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
が
宗
教
的
行
為
の
行
な
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

（山
崎
清
和
）

小谷城跡出土柿経




